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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月27日(2009.1.27)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（1）の化合物：

またはその薬学的に許容される塩を含有する、
　　虚血の治療、
　　神経保護；
　　組織保護；
　　疼痛の治療；または
　　炎症の治療；
のための薬剤；
　式中、Xが

より選択され；
　ここでX1およびX2がH、Cl、BrおよびFより独立に選択され；
　それぞれのYがSおよびOより独立に選択され；
　それぞれのZが

より独立に選択され；
　ここでX3およびX4がH、Cl、BrおよびFより選択され；
　B1およびB2がアデニン、グアニン、キサンチン、チミン、ウラシル、シトシンおよびイ
ノシンより独立に選択され；
　S1およびS2がリボース、2'-デオキシリボース、3'デオキシリボース、アラビノフラノ
シドおよびそれらの開環形態より独立に選択され、
　Vが0、1、2、3、4および5より選択され；
　Wが0、1、2、3、4および5より選択され；かつ
　VにWを加えたものが2から6までの整数である。
【請求項２】
　B1およびB2のうち少なくとも1つがアデニンである、請求項1記載の薬剤。
【請求項３】
　B1およびB2が両方ともアデニンである、請求項1または2のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項４】
　S1およびS2が同じである、前記の請求項１～３のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項５】
　S1およびS2がリボースである、請求項4記載の薬剤。
【請求項６】
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　それぞれのZがOである、前記の請求項１～５のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項７】
　Vが2である、前記の請求項１～６のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項８】
　Wが2である、前記の請求項１～７のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項９】
　Xが-CX1X2-である、前記の請求項１～８のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項１０】
　X1およびX2が両方ともHである、前記の請求項１～９のいずれか一項記載の薬剤。
【請求項１１】
　前記薬剤が、以下のうち1つまたは複数に用いるための薬剤である、請求項１～１０の
いずれかに記載の薬剤；
　（a）P2-受容体と関連のある疾患および病状の治療；
　（b）A1アデノシン受容体と関連のある疾患および病状の治療；
　（c）P2-受容体の活性の調節；
　（d）A1アデノシン受容体の活性の調節；ならびに
　（e）哺乳動物細胞におけるGタンパク質依存性内向き整流性K+（GIRK）チャネルを介し
たK+流入の調節。　
【請求項１２】
　以下のものより選択される化合物：
　（a）AppspA

；
　（b）AdiolppCH2ppAdiol

；および
　（c）AppNHpppU

。
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